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2020年 1月 16日（木）

腰浜町 神明神社付近

野良猫数匹怪死事件
虐待事件が起こる地域は概ねこの構図

①飼い猫に不妊手術を受けさせず、 ②野良猫へエサをやるだけ。

産ませて、家と外を自由に

出入りさせる。

④無関心な行政

↑ ↑ ⑤ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの実績を
↑ ↑↑ ↑ 横取りする行政。

↑ ↑ ↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑↑ 例えば県庁の HH氏
↑↑ ↑↑↑↑↑ ↑↑↑ ↑ ↑ ↑

③猫 殺し

①、②、③、④は私から見るとみんな動物虐待の共同正犯 ⑤は詐欺罪。

聞き込み調査状況

聞き込み 情報提供者 内 容 猫遺体発見
調査日 場所

(別添地図)

令和２年 腰浜町１－×× この半年間で、腰浜町、○○さん宅付近の道路で ⓐ ⓑ

1月 10日 ２匹も交通事故死しているのを見た。

1月 11日 腰浜町１－×× ３年ほど前、腰浜町×××辺りの前の道路で交通事故死して ⓒ

いるのを見た（１匹）

1月 11日 腰浜町４－× ●３～４年前、すぐそこの駐車場で２匹死んでいるのを見た。 ⓓ ⓔ
×××× ●すごくなついている猫がウチに遊びに来た。猫小屋を作っ

てあげたが、突然こなくなった。

1月 12日 腰浜町×××× いつだったか忘れたが腰浜町×××の脇の通路で２匹の猫が ⓕ ⓖ
×××× 死んでいた。１匹ずつ別々の時期。

1月 14日 腰浜町×××× 今年に入ってから（去年暮れかも）、白黒の猫が○○さんの ⓐ ⓑと
×××× 家の前で死んでいるのを見た。 重複の可能

性がある

※交通事故死に見えて本当に交通事故かという疑問が残る。

地域猫活動（TNR）
地域猫活動（TNR）とは不幸な野良猫に餌をあげ、オスメス問わず去勢避妊を受けさせて、一代限りの給餌をする建設的
に野良猫を減らしていく公益活動で、国（環境省動物愛護管理室）は 20年以上も前から推奨。

平 24 年衆参環境委員会付帯決議において、｢地域猫対策は、猫にかかる苦情件数の低減及び猫の引取り頭数の減少に効果
があることに鑑み、官民挙げて一層の推進を図ること｣とある。
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地域猫状況

腰浜町×××× 数頭の野良猫の世話。すべて去勢避妊済み。

×××× 耳カットしていない猫もいるが手術済み。

腰浜町×××× 数頭の野良猫の世話。去勢避妊済みの猫は耳カット済み。

×××× 全頭に去勢避妊を受けさせたいが、白黒メス猫が行方不明。

不良飼い主状況

腰浜町６－３ メス成猫１匹避妊済み、オス未去勢３匹（生後１年弱）、生後２ヶ月位２匹（性別不明）

鴫 原（60代 ｢１匹飼っていたら仔猫３匹が産まれ、外へ出たきり帰ってこない。｣と言う。

｢猫を殺す人間がいたら俺が殺してやる！｣と息巻いたが、去勢避妊すらせずに外へ出して

いることからして、不良飼い主（虐待犯人と共同正犯）だという自覚がない。

｢年金を沢山もらっているが、頼まれるので毎日仕事している。｣と言うが、生活保護受給

にしか見えない。人格が悪い。

腰浜町１－１５ 野良猫へエサを与えている。腰浜町２－４０南條さんが、八木沼氏へ野良猫の不妊手術を

八木沼（女） してあげると申し出たが、八木沼は｢絶対に産みません！｣ と捕獲器を置くことを拒絶し

たため、南條さんは手術できなかったと悔やんでいた。

（※野良猫に手術を受けさせるには、まずは捕獲器を設置して、捕まえる必要がある）

令和２年１月９日、
星野へ猫殺害予告の電話をかけてきた女

女の会話 ｢神明神社の近くの者だけど、最近、猫を探しているというビラが４枚も入ったけ
れど、どういう理由からですか？｣

｢猫がいっぱい来るの！この辺りの人はみんな殺しちゃうと思うよ、許さないもの、
許さないよ猫なんか！｣

｢うちの裏の人が缶詰を買ってあげてるから、猫がいっぱいくるの！生活保護の人
だから誰だか全く解らない！｣

｢殺しちゃいけないの？！猫って！｣

｢猫を殺すとどういう罪になるの？解らないから聞いてるの！｣

女の電話番号 ０７０－５３２１－７４１９（星野へ通知で電話してきたことから判明）

女の住所、氏名 腰浜町６－２ 七 島（聞き込み調査と、電話会話内容、探偵を使って特定

生活保護受給者風の不良飼い主である鴫原氏とは隣同士）

※この報告書は福島署捜査一課、相談係、県警本部と情報共有します。

福島市矢剣町１１－３星野節子
024-563-7650tel fa

ｱﾒﾌﾞﾛから『動物の繁殖は虐待』で検索を
http://ameblo.jp/animal-police/

県知事選への出馬は考えていません。要請を受けてもお断りします

私財をなげうっての活動です。相談者と相談内容を選ぶ権利は私の側にあります


